
No. 2

16 － 16
18 － 14
20 － 14
27 － 15

－
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－

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 20 1 8 1 1 4 * 22 1 8 3
* 11 2 2 1 4 5 - - - -
* 14 0 6 2 2 6 0 0 0 0
* 21 0 10 1 2 7 - - - -

2 0 1 0 1 8 * 4 0 2 0
* 6 0 2 2 3 9 0 0 0 0

0 0 0 0 1 10 - - - -
- - - - - 11 * 6 1 1 1
- - - - - 12 0 0 0 0
- - - - - 13 9 0 4 1
- - - - - 14 0 0 0 0
7 1 2 0 5 15 - - - -
0 0 0 0 0 16 - - - -
- - - - - 17 * 4 0 2 0
- - - - - 18 * 14 0 5 4
     
          
          
          
          

 
81 4 31 7 19 59 2 22 9

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

大会名称：

開催場所：

試合区分：

　　　
第75回全国高等学校バスケットボール選手権大会徳島県予選

北島北総合運動公園　YGKホール　メインコート

男子 決勝 西　和馬 主審：

徳島科技

2ポイントシュート

 泉　直哉  / TEAM
 

FT:

合計合計
 手塚　達也  / TEAM

 
 

 平澤　太陽 

 黒川　佑真 
 大地　世那 

(徳島)

 滝山　大空 

 坂野　有 

 板東　陽輝 

 中野　優希 
 井原　一翔 
 今徳　仁 

9

 入江　愛斗 
 長倉　安里 

8

 米﨑　陽海 
 西尾　悠也 

期　　　日： 2022年11月03日 (木)

開始時間： 15:00

81
○

 濱田　煌介 

  

 

4

 

(徳島)

15

 森景　海大 
 立川　翔也 

城東

 

10

-

 佐々木　夏 
 井川　慶音 

11
12

コーチ

0
4
0

5
6
7

 橋本　波音 

 郡　悠己 
 伊丹　大稀 

2
0

 金子　温哉 
 岡田　隆希 

１Q　両チームともDFはマンツーマン。最初は互いにDFが固く一進一退の攻防が続く。
科技⑱がリバウンドやシュートブロックで存在感を発揮するが、城東⑤の３Pなどもあり、試合は膠着したまま城東１６－１６科技の同点で１Q終了。
２Q　城東がゾーンDFでリズムをつかむ。科技がうまくインサイドを攻められない時間が続き、点差が開きかけたが、科技⑬の巧みなDFで何度もス
ティールを成功し流れを完全には渡さない。城東３４－３０科技の４点差で後半へ。
３Q　城東が１－３－１ゾーンディフェンスで激しくプレッシャーをかけると流れは城東に傾く。城東のゾーンを科技が崩せず点差が開きだす中、科技
も④や⑬がＯＦ・ＤＦ両方で活躍するが、城東５４―４４科技の１０点差で３Ｑ終了。
４Ｑ　城東のゾーンＤＦが効果的に機能し、城東⑤や⑮の３Ｐが連続で決まり完全に流れは城東へ。城東⑦のリバウンドやゴール下での活躍もあり
点差がさらに開きだす。城東のオフェンスを科技のＤＦが止められないまま点差は２０点まで開く。しかし、科技④が素早いトランジションからのドライ
ブで得点を重ね一矢報いるが、城東８１―５９科技の２２点差で試合終了。両チームの素晴らしいパフォーマンスに敬意を表したい。

 國本　琉生 

スターター

 

3ポイントシュート

 田中　翔和 
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 松本　颯 
 野田　海心 
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 中海　聡太 

 
 

 

 鈴江　祐馬 

  

 前田　直樹 

 

 
 

13
14

16
17

 

担当者：上田 （高体連）

 
コーチ
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徳島県バスケットボール協会
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山下　渉 

石川　賢司 

副審：

副審：
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